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　巻頭言　Foreword

水素エネルギーと燃料電池の利活用への期待
Expectation to the Hydrogen Energy and Profit Utilization of the Fuel Cell

（一社）燃料電池開発情報センター（FCDIC）
羽藤　一仁
Kazuhito Hato

Fuel Cell Development Information Center（FCDIC）

　パリ協定以降、地球規模の異常気象やこれによる近年の激甚災害を背景に、地球温暖化に対する世界の認識は益々
高まりつつある。日本政府においては、温室効果ガスの排出量削減目標を上方修正し、2030 年度に 2013 年度比で
46 .0％減（電源の非化石化 59％）、2050 年にはカーボンニュートラルを目指すことを発表しており、先進諸国にお
いても、同等の 2050 年の温室効果ガス削減目標を掲げている。2030 年の非化石電源 59％の目標については、詳細
な電源構成目標が示されており、再エネ電源を 36～ 38％とする目標が定められている。更にその内訳は、太陽光
発電が 14～ 16％（12 ,800～14 ,630 万 kW、1,498～1 ,712 億 kWh）、風力発電が5％（2,940 万 kW、535 億 kWh）、
水力発電が 11％、バイオマスが5％、地熱発電が1％である。ここで、太陽光発電を全電源の 14～16％導入すると
いうことは、例えば春や秋の晴天の休日の日中であれば、その瞬間には太陽光発電が日本の全電力需要を上回る発
電をしている計算となり、太陽光や風力のような自然任せの再生可能エネルギーを大量導入するためには、電力を
平準化する手段が不可欠であることを意味している。
　更に、2050 年以降は、再生可能電源もしくは原子力発電が電源のほとんどを占めていなければならず、このことは、
今以上に電力の需要と供給の同時同量を実現する手段が不可欠であることを意味し、特に再生可能電源の畜エネル
ギーやエネルギー融通システムが電力の安定供給に欠かすことのできない重要な技術になっていることが想定でき
る。このような社会的背景を想定すると、揚水発電や蓄電池等による畜エネルギーシステムと共に、水素エネルギー
を用いた燃料電池による電力調整システムが欠かすことのできない重要な役割を果たしていると考えられる。
　燃料電池発電システムは、その大きな特徴の一つであるスケールメリットが少ないことを考慮すると、より分散
型発電やローカルグリッド用電源に向いた発電システムであると考えられる。また、電力調整により大きく貢献す
るためには、瞬時の負荷変動に対応可能な純水素燃料によって発電することが好ましい。更には、温室効果ガスの
排出を伴わない方法で製造された水素である必要がある。一方で、瞬時の電力調整を必要としない場面で利用され
る分散型発電としては、リサイクルされたカーボンと再生可能エネルギー由来の水素によりメタネーションされた
ガスを燃料とする燃料電池システムが利用されることも考えられる。以上の理由から、主として再生可能エネルギー
に由来する水素が普及することが、燃料電池の更なる普及に繋がると考えられる。
　一方、移動体においては電動化が進み、自動運転が一般的となり、特に自動車においてはカーシェアリングが普
及していると想定できる。また、移動体電源は、大きな畜エネルギーシステムを内蔵していることから、デマンド
レスポンス（DR）の手段の一つとして利用することで平準化に貢献していることが想定できる。2050 年においては、
系統の同時同量がより厳密に求められていると仮定すると、容量市場やネガワット市場がより重要な役割を果たし
ていると考えられる。燃料電池自動車においては蓄電池と水素・燃料電池を併せて大きな容量を有するエネルギー
システムを内蔵していることから、バーチャルパワープラント（VPP）とカーシェアリングが融合することで、市
場インセンティブに基づく DR を活用した市場取引が活発化していると想定される。すなわち、系統に電力が余剰
の場合には、蓄電池に充電することで上げ DR を、系統の電力が不足している場合には、燃料電池で発電した電力
を放出する下げ DR 等が一般的に活用されていることが考えられる。
　何れにしても水素エネルギーによる燃料電池の多様な利活用は、2050 年に向けて益々重要な役割を果たしていく
と考えられ、燃料電池・水素に係る技術開発競争はグローバルに激化している。大競争時代とコロナ禍での社会環
境変化の中、燃料電池開発情報センターは、熱望されている正確な情報をタイムリーに時代に即した形で発信して
いきたい。
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（撮影：2022 年 2 月末）」

　	東北大学青葉山新キャンパスに建設中で、2023年度完成、2024
年度から運用予定

（写真提供：（一財）光科学イノベーションセンター）
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